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1.はじめに 

2011 年 3 月 11 日に起きた東北地方太平洋沖地震では東北地方を中心に津波や火災被害があ

り、特に福島第一原子力発電所でのメルトダウンによる放射性物質の流失など多方面に且つ長

期間におよぶ被害が続いている。そのような状況であるが、環境省を中心に原発事故において

放出された放射性物質の内、除染対象地域に指定された地域は、土壌の削り取りや反転耕など

の除染は進んでいる(環境省 ,2020)。しかし福島県の面積の約 7割を占める森林においては除

染作業が非常に困難であり、一部を除いてほぼ未除染となっている。森林における放射性物質

の動態に関する研究事例が非常に少なく課題が多いということが現状である。また、台風 19 号

(2019)等の豪雨や生態系の中で放射性物質が流出する可能性が考えられる。 

そこで本研究は、除染が行われていない森林を対象として、原発事故から約 9 年経過した

森林対象地の空間放射線量の動態を調査し、今後の福島復興の一助になることを目的とする。 

2.調査概要 

 調査地は福島県南相馬市原町区大谷の森林地帯の一

部である。その森林地は杉の人工林で約 44a である。ま

た、研究プロジェクトにより森林の再生のための間伐を

2020 年後半に行なった場所でもある。調査地内で歩行サ

ーベイ（地上１ｍ）の空間線量率の測定と、飛行するＵ

ＡＶ（ドローン）に放射線測定モジュールを取り付け、

未除染の森林地帯の一部で UAV が安全に飛行できるよ

うに、調査対象地で離陸地から高度 50mまで上昇させて

から空間線量率の測定を行い、換算式より地上１ｍの空

間線量率を導き出す。そして、マッピング作成と地上１

ｍ換算式の際に必要な森林間伐地帯の空撮も合わせて

行う。その結果から森林間伐地帯の空間線量率のマッピ

ングを作成する。その空撮した画像を Pix4Dmapperで解

析を行い、オルソ画像を作成すると同時に DSM(Digital 

Surface Model)画像も作成する。そのデータを ArcGIS に取り込み歩行サーベイと UAV サーベ

イで得られた地上１ｍの空間線量率の点データを作成、その後、IDW(Inverse Distance 

Weighted)法を用いて面的データを表す空間線量率マッピングを作成する今回の調査地が木々

に囲まれた森林地帯であったため、地上１ｍ換算式の際には距離減衰特性グラフ（濱ら、2017）
1)を利用した。 
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3.結果および考察 

 Fig. 2に最終的に

得られた歩行サーベ

イと UAV サーベイの

空間線量率マッピン

グを示す。どちらマ

ッピングについても

民家がある西方面は

除染もされており空

間線量率は低いもの

の、林縁部から遠ざ

かっていくにつれて

線量率は上がってい

き、調査した森林間

伐地帯では最大で

0.63μSv/h を記録し

非常に高い値となっている。やはり、未除染の森林地帯の空間線量率は震災から 9年経った現

在も環境省が指定した放射線の基準値である 0.23μSv/h であり人が住むことがない森林では

あるが民家付近に位置している森林がこれだけ高い空間線量率であることは懸念するべきで

ある。また、今回の調査地の森林地帯について、民家がある西方面は傾斜が激しい地形である

ことから台風や大雨などの土壌が動くことがあれば、放射性セシウムが流れてしまい、民家が

ある地域へ流出してしまうのではないかと考えられる。特に今回のような未除染で線量が比較

的高い森林があり、傾斜が激しい場所では尚更である。以上がマッピングから考えられる南相

馬市の未除染の森林間伐地帯の実態調査についてである 

 

4.まとめ 

 今回の空間線量率マッピングでは歩行サーベイと比べて UAVサーベイの空間線量率が過小評

価する結果となった。理由として考えられることは森林の幹や樹冠による遮蔽効果があるが、

その効果を換算式で表現することは困難であった。また距離減衰特性を求めるために実験対象

地にて UAVを鉛直飛行させる必要があるが、森林地帯では木々に覆われていることから鉛直飛

行させることが困難である。また GNSS により高度の計測を行なったが、その精度の検証が必

要ではないかと考えている。今回の空間線量率の分布（マッピング）の誤差の繋がった可能性

がある点を改善し森林地帯での換算式について検証する必要があるものの、森林地域での放射

性セシウムの動態を論じるための一定の結果を得ることができた。 
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Fig2. 実験対象地の空間線量率の分布 
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